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赤池弱り第2期 

宅地分譲受付中グ 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

町では現在、赤池ニュータウンの第2 期 

宅地分譲を受け付けています。 

水洗処理施設、集中プロパン方式を備えた 

本格的な住宅団地です。 

ぜひ一度ご覧ください。 

申し込み、間い合せは役場企画係へ 

合 2 004 （内線42番） 

翻翻棚淵綱撫難搬鵬糠翻 【
町
内
で
は
唯
一
の
 

本
格
的
水
洗
処
理
施
設
完
備
】
 

64坪380 万円から 

137坪796 万円まで 

63区画 

好評分譲中．ク 

8月は町県民税2期分・国民健康保険税3期分の納税月です。 



) 2 ( 昭和58年8月1日 け 、 カ、 し あ 報
 

広
 

第247 号 
昭和58年8月1日 け

 
、 し か

 
あ
 

報
 

広
 

第247 号 に
 

判
 

七
月
十
六
日
、
夜
半
か
 

作
ら
未
明
に
か
け
て
筑
豊
、
 

琳
筑
後
地
区
を
中
じ
に
降
り
 

吐
続
い
た
雨
は
、
飯
塚
測
候
 

弘
所
の
調
べ
で
は
、
百
八
十
 

車
行
九
m

（
難
器
肋
瓢
）
に
達
し
 

力
 

ま
し
た
o
 

ポ
 

こ
の
た
め
、
彦
山
川
の
 

琳
 

水
位
が
急
上
昇
し
、
本
町
 

型
 

貴
船
、
昭
和
町
、
大
和
町
 

大
 

し
 

】 
」
 

め
 

止
 

一丁 イ
 

通
 

を
 

道
 

県
 

部
床
上
）
の
被
害
を
受
け
 

ま
し
た
。
 

町
で
は
、
災
害
対
策
本
 

部
を
設
置
し
、
職
員
総
出
 

で
、
各
消
防
分
団
と
連
携
 

を
取
り
な
が
ら
浸
水
家
屋
 

の
一
部
が
床
下
浸
水
（
一
 

人
権
擁
護
の
功
労
者
 

と
し
て
表
彰
受
け
る
 

岡
 

田
 

六
月
二
十
八
日
、
甘
木
市
の
甘
木
文
 

化
会
館
で
第
三
十
三
回
福
岡
県
人
権
擁
 

護
委
員
連
合
会
総
会
が
行
わ
れ
、
席
上
 

当
町
人
権
擁
護
委
員
の
岡
田
宗
治
氏
が
 

に
 山

番
で
す
 
お
父
さ
ん
グ
 

考
え
」
る
と
き
で
す
 

「 

I 

,

 

ソ
四
保
育
ー
 

ザ
上
野
・
市
場
小
一
、
赤
一
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ロ
“
4
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」
刊
・
．
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‘
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．
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n
楢
『
H
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‘

「
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．
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v 

、
、
》
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一 
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‘上 

‘ 

声」「、J
各
脊
T
A
・
が
家
庭
教
貰
学
級
・
 

『 

オ
、
各
，
T
A
云
か
て
．
麗
一
教
准
一
 

磐
 

ニ 

が
」
原
科
T
議
篇
一
」
素
庭
奏
消
噂
留
 

中ホ 

山心 

氏

（

本

 
町
）
 

福
岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
よ
り
 

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

岡
田
氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
に
 

赤
池
町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
 

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
現
在
ま
で
三
期
に
わ
 

た
り
そ
の
要
職
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
表
彰
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

」 

の
タ
タ
ミ
上
げ
や
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
 

作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

川
端
ポ
ン
プ
座
の
ポ
ン
プ
も
フ
ル
運
 

転
し
ま
し
た
が
、
昼
近
く
に
な
っ
て
も
 

依
然
と
し
て
水
位
は
下
ら
ず
、
建
設
省
 

の
排
水
ポ
ン
プ
車
の
出
動
を
要
請
し
、
 

赤
池
橋
バ
ス
停
横
の
県
道
を
通
行
止
め
 

に
し
て
、
排
水
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
排
水
車
は
、
水
中
ポ
ン
プ
四
台
 

を
備
え
毎
分
二
十
八
，
m

の
排
水
能
力
を
 

持
つ
も
の
で
、
午
後
三
時
か
ら
六
時
半
 

ま
で
排
水
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

タ
方
近
く
に
な
り
、
よ
う
や
く
水
位
 

保育園児の 

「交通安全教室」 

六
月
二
十
七
日
、
町
 

民
会
館
で
町
内
四
保
育
 

所
の
四
、
五
歳
児
を
対
 

象
に
、
 

「
交
通
安
全
教
 

室」 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
交
通
 

巡
視
員
の
み
な
さ
ん
の
 

指
導
、
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
の
み
な
さ
ん
 

の
協
力
で
、
約
二
百
六
 

十
人
の
園
児
と
お
母
さ
 

ん
が
た
が
参
加
し
、
紙
 

芝
居
で
の
交
通
ル
ー
ル
 

の
勉
強
や
、
模
擬
信
号
 

も
下
り
ま
し
た
が
、
町
災
害
対
策
本
部
 

が
ま
と
め
た
今
回
の
被
害
は
、
床
上
浸
 

水
四
戸
、
床
下
浸
水
六
十
九
戸
、
ガ
ケ
 

崩
れ
三
カ
所
、
道
路
の
崩
壊
ー
力
所
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

機
に
よ
る
横
断
歩
道
の
 

【
横
断
歩
道
で
も
飛
び
だ
し
は
ダ
メ
で
 【床下まで浸水した本町通り】 

渡
り
方
を
勉
強
し
ま
し
た
。
 

す
よ
、
と
指
導
を
受
け
る
保
育
園
児
】
 

考
え
」
る
と
き
で
す
お
母
さ
ん
 

血
保
育
析
ザ
上
野
・
市
場
 

き
、
‘
各
移
T
A
・
が
家
庭
教
育
‘
 、

赤
池
中
 

学
級
」
に
取
 り
組
み
ま
し
た
 

心
身
と
も
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
 

な
青
少
年
を
育
成
す
る
に
は
、
家
庭
、
 

学
校
、
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
教
育
 

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
相
互
の
連
携
 

と
調
和
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
行
く
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

近
年
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変
動
し
 

て
い
る
中
で
、
人
び
と
の
意
識
や
価
値
 

観
も
多
様
化
し
、
親
が
家
庭
に
お
け
る
 

子
ど
も
の
教
育
に
自
信
を
失
っ
て
い
る
 

傾
向
が
多
く
見
ら
れ
、
非
行
を
生
み
出
 

す
ー
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
で
親
の
姿
か
 

ら
学
び
、
親
か
ら
生
き
る
こ
と
を
教
え
 

ら
れ
て
成
長
す
る
の
で
、
親
自
身
の
自
 

覚
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
 

今
ま
で
赤
池
町
で
は
、
四
保
育
所
に
 

家
庭
教
育
学
級
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
 

＼
、
 

J
ノ
 

、 

家
庭
教
育
学
級
総
合
）
 

研
修
会
へ
の
お
さ
そ
い
 

〇
い
つ
ノ
八
月
二
十
七
日
 

午
後
 

一
時
三
〇
分
か
ら
 

〇
ど
こ
で
／
町
民
会
館
 
研
修
室
 

〇
だ
れ
が
／
家
庭
教
育
学
級
参
加
 

者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
 

た
 

〇
講
師
 

ノ 

古
味
尭
道
氏
（
佐
賀
大
学
教
授
）
、
 

“「 

J

 

「
、
 

が
、
こ
れ
を
充
実
し
、
幼
児
か
ら
中
学
 

生
ま
で
の
父
母
を
対
象
に
町
内
の
四
保
 

育
所
、
二
小
学
校
、
 
一
中
学
校
に
家
庭
 

教
育
学
級
を
設
置
し
、
家
庭
教
育
の
振
 

興
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
誘
 

い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
父
母
の
 

会
役
員
、
各
学
校
P
T
A
役
員
、
教
育
 

委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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「
子
ど
も
た
ち
の
 

た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

天
 
郷
 
荘
 
の
 
大
 
前
 
さ
 
ん
 
が
 

両
 
小
 
学

校

 へ
 
十
 
万
 
円
 
寄
 
贈
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
に
入
荘
中
の
大
 

学
校
に
備
え
付
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
 

前
重
夫
さ
ん
（
七
十
九
歳
）
が
上
野
・
 

す。 

市
場
両
小
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
を
 

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
前
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
 

月
に
天
郷
荘
へ
入
荘
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

以
前
か
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
貯
え
た
小
使
 

い
十
万
円
を
、
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
 

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
七
月
十
六
 

日
、
天
郷
荘
を
訪
れ
た
両
小
学
校
校
長
 

に
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
野
小
学
校
は
、
こ
の
お
金
で
図
書
 

を
購
入
し
、
文
庫
と
し
て
残
す
こ
と
に
 

し
て
い
ま
す
。
 

市
場
小
学
校
は
、
辞
書
を
購
入
し
、
 

す。 

【両小学校長へお金を手渡す大前さん同】 

車に乗ったらまずベルト 
シートベルトは あなたを守るミ命の綱ミ 

7月21日～8月20日 

あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
 

か？・ 昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く
 

な
っ
た
方
の
約
四
〇
％
近
く
は
、
 

ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。
 

夏
は
交
通
事
故
が
増
加
 

"r 

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労
 

に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
 

で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年
 

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
 

ま
す
。
 

時
速
ニ
十
キ
口
で
も
衝
撃
は
 

体
重
の
六
倍
以
上
 

~ ~ 

『8

月
の
 

、、、ノ 

、

 

… 

し
 

‘
・
二
 

r
ト
 

ノ
 

/

 

こ
よ
み
と
行
事
 

ー

、

、

 

~ 

和
名
 

葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
、
故
に
 

葉
落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
月
）
 

第
 19 

回
観
光
週
間
（
耗
）
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
 

運
動
（
諾
）
 

身
元
確
認
強
調
月
間
（
認
）
 

水
の
日
・
水
の
週
間
（
報
）
 

食
品
衛
生
週
間
（
報
）
 

道
路
を
ま
も
る
月
間
（
諸
）
 

5
日
（
金
）
養
命
大
学
（
窯
麓
）
 

6
日
（
土
）
 

広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
紗
」
）
 

鼻
の
日
 

8
日
（
月
）
 

立
秋
 

9
日
（
火
）
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

15 

日
（
月
）
 

終
戦
記
念
日
、
全
国
戦
没
 

者
追
悼
式
 

乳
児
保
育
相
談
（
喫
鷺
智
世
 

17
 

日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
柳
転
紗
」
）
 

19 

日
（
金
）
 

三
種
混
合
（
m
詳
ぷ
鵬
）
 

21
 

日
（
日
）
 

第
 22 

回
田
川
郡
民
体
育
大
 

会
（
纏
」
槻
」
緯
赫
難
齢
費
券
ド
 

テ
ニ
ス
I
9
時
 10 

分
・
赤
池
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

卓
 
球
I
8
時
 45 

分
・
方
城
町
民
体
育
館
 

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
1
8
時
・
金
田
町
民
A
請

 

剣
 
道
I
8
時
半
・
赤
池
町
民
A
爵

 

23 

日
（
火
）
 

26
 

日
（
金
）
 

27 

日
（
土
）
 

30 

日
（
火
）
 

叱
科
齢
繰
疑
姫
姦
な
ど
）
 

処
暑
 

養
命
大
学
（
窯
鑓
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

防
災
週
間
（
報
5
日） 

も
し
も
あ
な
た
が
「
衝
突
事
故
が
 

起
き
て
も
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
 

握
っ
て
、
腕
や
脚
で
体
を
強
く
支
え
 

て
い
れ
ば
生
命
は
守
れ
る
」
 

と
思
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
 

と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い
と
言
わ
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

実
験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
速
六
十
 

キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が
固
定
壁
に
 

衝
突
す
る
と
、
そ
の
衝
撃
は
、
な
ん
 

と
ビ
ル
の
五
階
（
約
十
四
メ
ー
ト
ル
）
 

か
ら
落
ち
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
に
等
 

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

腕
や
足
で
は
支
え
き
れ
な
い
 

し
か
し
、
人
間
の
体
が
普
通
の
状
 

態
で
支
え
ら
れ
る
力
は
、
腕
で
五
十
 

キ
ロ
、
脚
で
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
限
度
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
衝
突
事
故
に
 

遭
っ
た
場
合
、
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
 

で
生
命
を
守
り
き
れ
る
も
の
で
は
な
 

い
こ
と
が
、
同
時
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
 

ト
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
こ
と
が
お
分
 

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
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(4) 昭和58 年8月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第247 号 

いい汗流した 

大 ム 
A 二 『上野峡歩け歩け 

六
月
十
九
日
、
 

町
商
工
会
青
年
部
 

（
村
上
猛
部
長
、
 

十
八
人
）
主
催
の
 

第
一
回
上
野
峡
歩
 

け
歩
け
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
歩
く
 

こ
と
を
通
し
て
の
 

健
康
づ
く
り
と
、
 

自
然
に
親
し
み
郷
 

土
を
見
直
そ
う
と
 

青
年
部
が
体
協
を
 

通
じ
て
町
民
に
参
 

加
を
呼
び
か
け
企
 

画
し
た
も
の
で
す
。
 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
百
 

人
が
商
工
会
前
を
元
気
に
出
発
。
沿
道
 

の
空
缶
を
拾
い
な
が
ら
、
約
二
時
間
で
 

上
野
峡
に
到
着
し
ま
し
た
。
 

マ
ス
ゲ
ー
ム
や
沢
蟹
取
り
な
ど
を
楽
 

し
ん
だ
あ
と
、
帰
り
に
上
野
峡
柴
ノ
門
 

窯
を
訪
れ
、
ロ
ク
ロ
回
し
な
ど
を
見
学
 

し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
簡
単
な
作
り
方
 

の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。
 

同
青
年
部
で
は
、
次
の
機
会
に
も
、
 

多
数
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
 

昭和58 年8月1日 あ か い け 報
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エンゼルクイズ 

【第87回出題】 

エンゼルは天使のつかいです ご】 

あなたに幸ありますよう・・ 

【問題】 

下の文章のロの中に語句を入れ、文章を 

完成させてください。 

みなさんが赤池町内に転入したとき、転入 

した人は転入をした日から①ロ日以内に届 

け出をしなければなりません。 

この届け出がなされないと、たとえ転入して 

3 カ月を経過していても、選挙人名簿は② 

ロロロがされてから3 カ月を経過してい 

ないと登録をされませんので、各選挙におい 

て投票することができないことがあります。 

【応募の要領】 

答を官製ハガキに記入のうえ8 月15日まで 

に赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ 

係までお送りください。なお住所、氏名を明 

記してください。抽せんで正解者3人に記念 

品を贈ります。 

【第86回の解答】 

①=20 ② ==20 ③ = 

【正解者】 

前回の応募総数11通のうち正解は10通でし 

た。厳正な抽せんの結果、次の3人の方に記 

念品を贈ります。 （敬称略） 

ト進藤多喜子（赤 池） 

ト西川 光明（高尾団地） 

ト松木 千草（中町団地） 

α 6 月末日住民登録 q 

（前月比） 
人 口 9,690 ( +20) 
男 4,608 ( +6 ) 
女 5,082 ( +14) 

世帯数3,193（ 一2 ) 

戸8月＝福祉ぜ露撃LQ繰事着 
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日～31日 月
 

8
 

て
い
ま
す
。
 

稿 投 

阿
蘇
の
次
挙
 

タ
 

虹
m
一 

す
げ
．
 

執
ヴ
レ
 【空缶を拾いながら上野峡まで歩く参加者のみなさん】 

池
田
駒
女
 

急
に
思
い
立
っ
て
句
友
四
名
、
黄
菅
 

吟
行
に
赴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

初
め
て
見
る
阿
蘇
の
タ
菅
は
、
本
当
 

に
す
て
き
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

郭
公
を
遠
く
に
聞
き
な
が
ら
、
タ
べ
 

の
黄
菅
、
朝
の
黄
菅
と
、
俳
句
を
し
て
 

い
れ
ば
こ
そ
の
醍
醐
味
で
す
。
 

雄
大
な
阿
蘇
の
景
に
心
ま
で
の
び
の
 

び
と
 

魅
せ
ら
れ
た
タ
菅
に
心
を
残
 

し
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
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広ぐ、美しぐ、安全に！ 

やめよう空き缶の 

“ポイ捨て” 
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7 月例会 『写団フアミリー』 

〈今月の優秀作家〉力ラー 

1 席 光井 英一 2 席 戸塚栄太郎 

3 席 三宅 嘉一 4 席 高瀬昭一郎 

動
く
も
の
み
な
黄
で
あ
り
し
黄
菅
の
野
 

タ
菅
の
黄
の
澄
み
風
の
冷
え
て
き
し
 

黄
菅
野
の
脇
役
と
し
て
花
あ
や
め
 

タ
菅
の
咲
き
そ
び
れ
さ
う
も
の
言
へ
ば
 

青
田
風
大
観
峰
に
吹
き
上
げ
て
 

山
荘
の
清
風
葉
桜
よ
り
起
り
 

霧
が
冷
え
置
き
て
黄
菅
の
朝
も
な
ほ
 

は
る
の
女
 

黄
菅
咲
く
今
日
の
命
の
昂
ぶ
り
に
 

タ
菅
の
今
あ
る
孤
独
風
と
共
 

吾
が
思
ひ
頂
点
に
あ
り
黄
菅
の
野
 

タ
菅
の
風
に
洗
は
れ
い
る
心
 

郭
公
や
五
岳
の
森
の
霧
衣
 

好
奇
心
闇
を
よ
ろ
こ
ぶ
キ
ャ
ン
プ
の
子
 

タ
菅
や
風
が
総
身
を
空
に
す
る
 

み
つ
子
 

福祉年金を受けている皆さんへ 

8月は福祉年金証書の提出月です 

老
齢
福
祉
年
金
な
 

ど
の
福
祉
年
金
を
受
 

け
て
い
る
方
は
、
八
 

月
支
払
分
の
年
金
を
 

受
け
た
ら
、
す
ぐ
、
 

福
祉
年
金
証
書
と
印
 

鑑
を
持
っ
て
役
場
国
 

民
年
金
係
へ
所
得
状
 

況
届
を
提
出
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
毎
年
本
 

人
、
配
偶
者
、
扶
養
 

義
務
者
の
前
年
の
所
 

得
に
よ
っ
て
、
そ
の
 

年
の
八
月
分
か
ら
翌
 

年
七
月
分
ま
で
の
一
年
間
の
年
金
を
支
 

給
す
る
か
ど
う
か
決
め
、
年
金
証
書
の
 

支
払
欄
に
金
額
を
記
入
す
る
た
め
の
も
 

の
で
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
め
 

に
ぜ
ひ
必
要
で
す
。
 

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
が
な
い
と
、
 

ご家族ぐるみで交通事故に備えましよう 

町 民 交 通 傷 害 保 険 

1.加入資格 赤池町に住んでいる方、および当町へ通勤、 

通学している方ならどなたでも加入できます。 ただし、 

1 人2 口までト 

乙保険金が支払われる場合 日本国内で車両に乗っていて 

衝突したり、つい落したりした事故、また歩いていて車 

両にはねられたり、ひかれたりした場合 

3. 1口の保険料（掛け金） ひとり600 円（1年分）です。 

中途申し込みは、月割50円 

4. 1口につき支払われる保険金 死亡の場合100 万円。 

けがの場合1万円から100万円まで程度に応じ支払い 

5.実施期日 8月1日から1年間 

※申し込み、問い合せは役場企画係へ 

※事故にあったらすぐ警察と役場へご連絡下さい。 

暑
の
こ
も
る
旅
衣
と
も
か
く
解
く
事
に
 

風
そ
よ
ぐ
野
の
き
ら
め
き
や
梅
雨
明
く
 

梅
雨
明
け
の
高
原
舷
し
弱
視
に
は
 

抜
き
ん
出
て
風
の
黄
菅
の
そ
れ
と
す
ぐ
 

山
不
気
味
黄
菅
に
風
の
止
み
し
と
き
 

火
の
山
を
驚
の
雨
か
ほ
と
と
ぎ
す
 

風
に
乗
り
木
霊
と
な
ら
ず
遠
郭
公
 

駒
 
女
 

選
 

者
 

吟
 

物
よ
け
る
こ
と
を
山
蟻
知
ら
ざ
り
し
 

人
招
く
仕
草
に
吹
か
れ
い
る
黄
菅
 

妖
精
の
目
覚
め
ゆ
く
か
に
黄
菅
咲
く
 

時
鳥
聞
け
る
察
と
し
て
繁
盛
 

霧
の
出
て
黄
菅
野
視
界
せ
ば
ま
り
来
 

タ
菅
の
気
位
と
し
て
抽
き
ん
出
し
 

年
金
額
の
記
入
が
で
き
な
い
の
で
、
次
 

の
年
金
支
払
月
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

八
月
末
日
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
す
 

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
恩
給
、
扶
助
料
、
退
職
年
金
 

等
の
公
的
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
 

た
と
き
は
、
そ
の
証
書
の
写
を
添
え
て
 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

m
k
d
ル
k
d
「叫にd
ル
k
‘
叫
ド
A
也
b
A
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

次
の
方
が
た
か
ら
金
品
の
寄
贈
を
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

（
七
月
六
日
ま
で
 

敬
称
略
）
 

〇
松
村
文
隆
（
京
都
府
）
金
一
封
 

〇
小
松
照
文
（
赤
池
）
 

〇
志
和
米
雄
（
赤
池
）
 

〇
浦
田
 

勇
（
上
野
）
 

〇
木
月
繁
美
（
赤
池
）
 

山
工
白
衣
料
 10 
数
点
 

菓
子
 50 
袋
・
清
酒
2
升
 

野
菜
 30 

ぬ
 

金
一
封
 

バ
ナ
ナ
 11 

」
・
リ
ン
ゴ
 40 

コ
 

八
朔
 15 

』
・
菓
子
 25 

袋
 

〔くu 

耳
聾
に
距
離
も
ど
か
し
き
閑
古
鳥
 

一 

歩
 

つ
れ
づ
れ
に
田
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

明
け
早
し
悌
飯
は
こ
ぶ
姥
の
作
務
 

峡
の
夏
藩
主
育
て
し
窯
の
あ
り
 

池
の
辺
に
加
郎
光
り
て
極
脚
心
咲
く
 

車
寄
せ
人
待
つ
花
よ
月
見
草
 

瓦
ダ
ぎ
母
噌
む
舞
稽
古
 

ぎ
る
 

も
 

大
旅
に
椀
ぐ
や
梅
の
実
二
は
い
半
 

そ
れ
ぞ
れ
に
梅
酒
の
用
意
怠
ら
ず
 

前
ぶ
れ
の
は
げ
し
き
降
り
や
梅
雨
に
入
る
 

陽
性
と
言
は
る
る
今
日
の
梅
雨
の
晴
 

整
髪
の
奉
仕
を
受
け
て
庭
青
葉
 

〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
 

清
酒
1
斗
 

〇
竹
沢
和
雄
（
赤
池
）
 

缶ジュース 
6
0
 

本
 

〇
佐
藤
耕
作
（
大
阪
府
）
バ
ナ
ナ
 12 

ぬ
 

〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
 

四
け
）
編
 

〇
持
永
義
ち
赤
池
）
 

ス
イ
カ
 14
 

個
 

〇
長
谷
川
サ
ガ
ミ
（
上
野
）
 
梅
1
斗
 

〇
興
国
寺
詠
讃
歌
梅
花
講
一
同
缶
ジ
ュ
敷
 

〇
大
島
工
務
店
一
同
（
赤
池
）
 
金
一
封
 

〇
平
尾
千
恵
子
（
長
崎
県
）
 

金
一
封
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

〔
賛
助
会
費
〕
 

金
一
封
 
赤
池
町
四
保
育
所
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
小
椋
 
キ
ミ
（
中
町
団
地
）
 

金
一
封
 
青
柳
 
文
 

（原） 

金
一
封
 
江
藤
 
剛
 

（
本
町
）
 

金
一
封
 
谷
頭
 

八
郎
（
草
場
）
 

〔7
月
 16 

日
現
在
 
敬
称
略
〕
 

【休館日】 

1日、 8日、22日、29日~ 4日、 7日、11日、18日 

誉牟休み13旦、14H、 15日に刀旦、25堅」叩’ 
【福祉バス運行日】 

休館日および盆休みを 1 7日、17日、27日 

除く毎日！ 午前10時～午後3時 

【仏教法話会】 

8 月はお休みです 

× 



あ
 

〇
燃
え
な
い
ゴ
ミ
‘
変
更
な
し
 

報
 

8
月
 14 

日
か
ら
 16
 

日
ま
で
休
み
で
す
o
 

広
 ⑥

 
第247 号 広 報 あ か い け 昭和58年8月1日 

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
の
 

お
盆
休
み
に
つ
い
て
 

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
の
日
程
の
一
部
が
 

次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
ゴ
ミ
収
集
 

〇
燃
え
る
ゴ
ミ
‘
8
月
 15
 

日
の
地
区
は
 

8
月
 16 

日
に
変
更
。
 
16
 

日
の
地
区
の
 

一
部
（
高
尾
一
・
二
、
高
尾
団
地
、
 

上
寿
町
、
下
寿
町
、
西
寿
町
）
は
 17
 

日
に
変
更
。
 

⑥
し
尿
処
理
 

8
月
7

日、 

13
 

日
は
平
常
通
り
で
す
。
 

※
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て
、
ゴ
ミ
 

袋
に
入
れ
、
当
日
の
朝
、
収
集
し
や
 

す
い
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

※
美
し
い
ふ
る
里
と
自
然
を
守
る
た
め
 

空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
 

う
。
8
月
1

日
か
ら
 31 

日
ま
で
は
、
 

「
空
カ
ン
散
乱
防
止
強
化
月
間
」
 
で
 

す。 宅
地
建
物
取
引
 

主
任
者
資
格
試
験
 

宅
地
建
物
取
引
業
に
従
事
す
る
場
合
 

に
必
要
な
主
任
者
資
格
試
験
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
 

▽
試
験
日
時
 
10 

月
 16
 

日
囲
 

12 

時
半
 

10 
月 
16 
日 

（日） 

か
ら
 

▽
場
所
 
福
岡
市
東
区
松
香
台
 
九
州
 

産
業
大
学
 

▽
受
験
資
格
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
る
人
①
高
校
卒
業
者
②
取
り
引
き
 

に
関
し
2
年
以
上
の
実
務
経
験
者
 

③
そ
の
他
知
事
が
認
め
た
人
 

▽
受
付
期
間
 

9
月
5

日
か
ら
9
月
9
 

日
ま
で
 

▽
受
付
場
所
 
各
土
木
事
務
所
・
県
建
 

築
管
理
課
 

▽
用
紙
配
布
 
受
験
案
内
書
・
願
書
は
 

8
月
 15
 

日
か
ら
受
付
場
所
で
配
布
 

簿
記
講
座
が
 

開
か
れ
ま
す
 

赤
池
町
商
工
会
で
は
、
複
式
簿
記
の
 

講
座
を
、
九
月
上
旬
か
ら
毎
週
二
回
、
 

二
時
間
の
割
合
で
、
十
日
間
開
催
し
ま
 

す。 受
講
希
望
の
方
は
、
テ
キ
ス
ト
代
等
 

千
円
を
添
え
て
、
商
工
会
（
合
5
0
5
 

5
）
へ
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
 

み
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
 

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

労
働
問
題
移
動
 

相
談
所
開
設
 

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
の
無
 

料
労
働
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

8
月
 24
 

日
 

10 

時
か
ら
3
時
 

ま
で
 

▽
場
所
 
金
田
町
役
場
二
階
集
会
室
 

▽
相
談
内
容
 
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
 

労
働
災
害
、
雇
用
、
生
活
資
金
貸
付
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
、
労
務
 

診
断
な
ど
労
働
問
題
全
般
 

電
話
で
聴
け
る
 

求
人
案
内
 

各
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
電
話
に
 

よ
り
求
人
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

〇
田
川
公
共
職
業
安
定
所
 

か
0
9
4
7
4

四
3
6
6
6
 

〇
飯
塚
公
共
職
業
安
定
所
 

公

0

9

4

8

2

④

4

1

4

9

 

〇
八
幡
公
共
職
業
安
定
所
 

公
0
9
3
1
6
6
2
1
5
5
4
9
囲
 

合
0
9
3
1
6
6
2
1
5
6
6
6
因
 

〇
小
倉
公
共
職
業
安
定
所
 

廿
0
9
3
1
5
8
1
1
4
1
4
9
 

狩
猟
免
許
試
験
・
講
 

習
が
行
わ
れ
ま
す
 

⑥
狩
猟
免
許
試
験
廿
初
め
て
狩
猟
を
し
 

よ
う
と
す
る
人
は
、
こ
の
試
験
を
受
 

け
、
免
許
を
取
得
し
、
狩
猟
を
し
よ
 

う
と
す
る
県
に
登
録
を
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

⑥
狩
猟
者
講
習
廿
昭
和
五
十
五
年
度
に
 

狩
猟
免
許
試
験
ま
た
は
講
習
を
受
け
 

免
許
を
取
得
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
 

講
習
を
受
け
、
免
許
を
更
新
し
、
狩
 

猟
を
し
よ
う
と
す
る
県
に
登
録
を
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

▽
申
し
込
み
 
試
験
ま
た
は
講
習
日
の
 

× 

 ノ 

O 

―→麻疹生ワクチン◆―-

はしかはだれでもかかる病気とさ 

れていましたが、肺炎や脳炎を合併 

する率が高く、現在でも油断のでき 

ぬ重い病気です。そこでぜひ予防接 

種で防ぎたいものです。昭和53年10 

月から定期接種として始められ、 1 

歳以降満6歳になるまでにうーければ 

よいことになっています。 かかりつ 

けの医師のもとで、なるべく幼稚園 

・保育所に入る前の3歳ごろまでに 

うけましょう。 ワクチン接種の7 -

10日後くらいに熱を出す子があり、 

軽い発疹（赤いボツボツ）の出るこ 

ともありますが、本物の麻疹と違い 

重い合併症をおこす心配はまったく 

といえるほどありません。 

Z 
13 
日
前
ま
で
に
猟
友
会
支
部
（
伊
田
 

番
田
町
一
の
三
八
、
香
春
火
薬
店
内
 

費
4
1
1
1
6
7

）
へ
申
し
込
ん
で
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
受
験
・
受
講
の
必
要
書
類
 

①
申
請
書
②
写
真
③
診
断
書
 

▽
試
験
日
時
 
9
月
2

日
 

9
時
か
ら
 

飯
塚
総
合
会
館
 

▽
講
習
日
時
 
8
月
 24
 

日
 

9
時
か
ら
 

県
飯
塚
総
合
庁
舎
 

※
試
験
の
種
類
等
詳
細
は
、
福
岡
県
飯
 

塚
農
林
事
務
所
林
務
課
（
か
0
9
4
 

8
1
2
3
1
4
1
1
1

） 
へ
間
い
合
せ
 

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
は
、
農
 

林
事
務
所
、
猟
友
会
支
部
に
準
備
し
 

て
い
ま
す
。
 

× 

自
 
衛
 
官
 
の
 
募
 
集
 

募集種目 資 格 受付期間 1 次試験期日 

2等 
陸・海 
空 士 

18歳以上 

25歳未満 

年間を通じ 

て受け付け 

受付時に指定 
昭和59年3 月高校卒業 

予定者は10月1日以降 

航空学生 
高卒（見込） 

20歳未満 

8月1日言 

9 月24日巻 
10月3 日 

一般曹 

候補学生 

高卒（見込） 

21歳未満 

8月1日言 

9 月30日奪 
10月10日 

▽
間
合
せ
先
 
福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
 

募
集
事
務
所
（
合
2
2
1
4
8
4
7

) 


